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第５期第３回北区男女共同参画審議会 会議録 

日  時：平成２７年８月１９日（水）午後６時３０分～午後８時０４分 

場  所：北とぴあ 男女共同参画センター多目的室ＡＢ 

１ 開   会 

２ 議   題 

  （１）平成２６年度アゼリアプラン進捗評価（案）について 

  （２）平成２８年度における重点取組について（案） 

  （３）その他 

３ 閉   会 

出 席 者  白井会長   宮城副会長   奥津委員   齋藤（邦）委員 

       斎藤（幸）委員  道本委員  我妻委員   関委員 

       村上委員   大島委員    稲垣委員   後藤委員 

清正委員   田草川委員   栗原委員 

佐藤男女共同参画推進課長 

欠 席 者  山田委員   岡野委員   神津委員   小澤委員 

       加藤委員 
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審議

○佐藤課長

  新たに審議会の委員に就任いただきました方をご紹介させていただきます。３名の方

に新たにご就任いただきましたので、恐縮でございますが、お名前をお呼びいたしま

すので、簡単に自己紹介いただければと思います。

○後藤委員

  後藤でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

労働情報相談センターといいますのは、雇用者あるいは使用者の側から労働相談を

受けている場所でございます。あとセミナー等やりまして労働問題の解決に当たって

いくという部署でございます。何かございましたらぜひご利用いただきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

○大島委員

  区議会の大島でございます。よろしくお願いいたします。

○稲垣委員

  皆様こんばんは。区議会の健康福祉委員会の委員長をやらせていただいております稲

垣と申します。日ごろからは北区政にご協力、またご理解をいただきまして、まこと

にありがとうございます。私もしっかりと皆様とともに勉強させていただきながら参

加させていただきたいと思いますので、何とぞよろしくお願いいたします。

○白井会長

それでは議題に入らせていただきます。

まず初めに、議題１、平成２６年度アゼリアプラン進捗評価（案）について、事務

局より説明をお願いいたします。

○佐藤課長

  平成２６年度アゼリアプラン進捗評価（案）について説明

○白井会長

  ありがとうございました。意見交換をこれより行いたいと存じます。また、内容につ

いてもご意見をいただきたいと思いますけれどもいかがでしょうか。

○我妻委員

  資料２の２ページ目ですが、そこに北区のＤＶ相談件数というグラフが載っていて、

２６年度、数が多くなっています。その中でもスペースゆうの相談件数ではなく、生

活福祉課の相談件数が多くなっているのですが、これはスペースゆうが相談機能があ

るということが知られていないせいか、あるいは生活福祉課が何かＰＲをした結果か

そこをお聞かせ願いたいと思います。



 3

それから、目標３の課題２のところで、スペースゆうのＤＶ相談事業を委託してい

る業者と協定を締結したと書いてあるのですが、この業者について教えてください。

どういった業者とこういった事業を委託しているのかということです。

それから、計画を推進するためのしくみの課題１で、北区の公式ツイッター・フェ

イスブックということが２番目に載っていますが、フェイスブックは私もよく見てい

ます。写真など、楽しそうに出ていて、随分わかりやすくなったなということを私も

感じます。この点、随分よくなったなというふうに私は思います。

資料２については以上です。

○佐藤課長

  目標１の課題１のところにあります北区のＤＶの相談件数です。確かに福祉事務所、

生活福祉課のほうの件数がスペースゆうで実施している件数よりも多いという状況が

ずっと続いているわけでございます。これは理由としては、推測になってしまいます

けれども、やはりどうしても区役所に行けばほかの用事を済ませられるとか、手続き

関係とか済ませられるから区役所に行って相談を受ける。アドバイスを受けた内容に

よって例えば手続きの窓口に行ったりとかできる。だからどうしても生活福祉課のほ

うが多い傾向になるのかなというふうに考えております。

あとはスペースゆうの２５年度の相談件数が減っておりますが、これはこの相談件

数のデータ自体は、スペースゆうで行っている相談のうちに暴力関係の相談件数のみ

を挙げておりますが、中には家族関係に関する悩みで相談を受けて、暴力関係ではな

いようなものも当スペースゆうの相談で受けておりますので、その統計の取り方とい

うのですか。家族に関するものか、暴力に関するものか、そういったような微妙な捉

え方で減っているという部分もあるのかなというふうに思っております。

続いて、目標３の課題２のところの、災害時の女性被災者等の相談窓口の協定した

相手方ですけれども、当スペースゆうの相談事業を委託している業者で、東京フェミ

ニストセラピィセンター、こちらは有限会社となっております。ここはこういった精

神的なといいますか、心の相談に関する専門の知識を持っている社員がいて、こうい

った相談事業に委託する相手先として、当スペースゆうの相談につきまして委託して

おりますので、そういった災害時の相談についても適切に対応できるということで昨

年度協定を結んでいます。

お答えする部分は以上でよろしいですか。

○白井会長

  よろしいでしょうか。

○我妻委員

  東京フェミニストセラピィセンターというのは、どこに拠点を置いている会社なので

すか。
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○佐藤課長

  本社は墨田区で北区内に拠点があるという会社ではございません。

○白井会長

  よろしいでしょうか。

ほかにございますでしょうか。

○我妻委員

資料５です。目標１の事業Ｎｏ.３の「デートＤＶの予防講座・講演会」ですが、こ

れは前年度も赤羽岩淵中学校と赤羽商業高等学校だったと思います。同じ中学と高校

１校ずつだと、まだまだ足らないような気もしますし、年度ごとにもう少しふやして

いったほうが子どもたちのためにもなりますので、これをふやしていこうというご計

画はあるのでしょうか。

それから、事業Ｎｏ.４の「東京都・ＮＰＯ等との連携」です。これは未実施が続い

ていますが、計画に載っているけれども未実施という、その理由について教えてくだ

さい。

それから、事業Ｎｏ.９の「母子緊急一時保護事業」、これは昨年も件数があって、

宿泊費用の助成も行っていますが、どのような方がこれを利用しているのか教えてく

ださい。

それから、事業Ｎｏ.２１の「男女共同参画苦情解決委員会制度の周知」という事業

ですが、これは苦情解決委員会を１回開催したことが、この委員会の制度の周知にな

るのかどうか、ちょっと私は疑問に思うのですが、その点どうでしょうか。

それから、目標３の事業Ｎｏ.９４「学校・幼稚園・保育園の教職員等に対する人権

研修」ですが、実績としては公立保育園の主任さんですよね。昨年は私立保育園と公

立保育園の園長さん対象の事業を行っていたと記憶していますが、公立だけになった

のは、例えば私立の方がやりたくないということがあったのかどうか。子どもたちが

過ごすところですので、公立とか私立とか問わず研修していただきたいなというふう

に考えていますので、その点ご説明をお願いします。

それから、事業Ｎｏ.９７の「保育施設における男女混合名簿の活用」ですが、第４

次アゼリアプランでは小中学校も入っていますので、どうして保育施設だけに混合名

簿の事業をしているのか、プランにのっとって考えればもっと広げてほしいというふ

うに思います。

それから、事業Ｎｏ.１１１の出前講座で、地域団体勉強会への意識啓発ですが、こ

こは地域で町会、自治会などを対象に啓発事業を行うという取り組みなので、この中

に先ほどの中学校と高校のデートＤＶ講座がここにまた入っているのは、どうも納得

がいかないのですが、このあたりどういうお考えでここに入れているのか説明をお願

いします。

事業Ｎｏ.１２５の「外国人対象の交流事業」、これはこの５年間、スペースゆうを

会場にした交流事業というのを行っていないのですが、プランがあるのになかなか毎

年開けないというのはどういうことか。第５次アゼリアプランにも外国人対象の交流
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事業は入っていたので、来年度こそ行うつもりなのか、企画しているのか。今年度の

企画の予定があるかどうか教えてください。

○白井会長

  それについてそれぞれの説明を事務局からお願いいたします。

○佐藤課長

  まず事業Ｎｏ.３ですけれども、学校の行うこういったような講座につきましては、

どうしても学校の計画であるとか、学校の教育方針であるとか、それに応じて異なっ

てまいりますので、この２校につきましてはデートＤＶについて特に関心のある学校

でございまして、男女共同参画推進課のほうに依頼がありましたので、そちらへ講師

を派遣してこういったような講座をやっております。こちらとしては、ほかの学校で

も当然、デートＤＶのほうに関心をお持ちいただいて、こういったような講座を開け

ればいいというふうに当然考えているわけでございますけれども、今のところ、２６

年度、２５年度、それ以前の年につきましてはちょっと詳細把握していなくて大変恐

縮でございますけれども、この２校につきましては関心があるので、こちらとしても

出前講座でデートＤＶについて普及啓発を図っているところでございます。

次に、事業Ｎｏ.４のＤＶの加害者対策というのはなかなか難しい事業でございまし

て、具体的にどういったようなことをやっていくかどうかというのを検討する必要が

あるだろうというふうに考えておりまして、あとこういったＤＶにつきましては、ど

うしても被害者の方がよく相談に来られるものですから、そちらのほうの対応を重視

しているといいますか、そういったような結果になってございます。ＤＶの加害者対

策につきましては、今後、どのようにしてやっていくのかというのを含めて検討して

いく必要があるだろうというふうに考えております。

次に、事業Ｎｏ.９「母子緊急一時保護事業」につきましては、こちらのほうでは大

変恐縮でございますけれども、どういう方が利用しているのかについては把握してご

ざいませんが、これもちょっと推測ではございますけれども、家庭内で何らかのトラ

ブルがあって、当然、その家ではいられないとかいったような方が利用しているのか

なというように推測されるところです。

続いて、事業Ｎｏ.２１、苦情解決委員会の１回開催といいますのは、委員さんの情

報交換のために１回開催しておりまして、具体的に何か苦情の申し出があってその審

査のために開催したというわけではございません。ただ、解決委員会につきましては、

委員さんにお集まりいただきまして開いておりますので、一応実績として上げており

ます。制度の周知になっているかどうかということではございますが、ただ、単に１

回開催したとか、あるいは具体的な案件を審査したというだけでは、確かに周知には

なかなか至らないというところがあるかと思いますけれども、ただ、苦情解決につき

ましては北区のホームページなんかで区民の方が知ることはできるようにＰＲといい

ますか、広報を行っているところでございます。
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○事務局

続いて事業Ｎｏ.９４の人権研修についてですが、当初私ども、公立、私立含めて園

長さんを対象に実施をさせていただいたと記憶してございます。ただ、私立の場合、

特に主任さん、全員お集まりするということもなかなか難しくて、また保育課を通し

て私どももお願いをしているということもございまして、日程的になかなか活用でき

なかったということで、いずれにしても公立についてはお願いをしてやらせていただ

いたというのが実態でございます。

次に事業Ｎｏ.９７の「保育施設における男女混合名簿の活用」についてですが、園

名簿ということでございまして、こちらが保育施設における男女混合名簿の活用とい

うことで、学校が抜けていないかというお話かと思いますけれども、第４次プラン作

成の時点に各事業が割り振られているのかなという認識を持っておるのですが、これ

は確認をとります。

したがって、事業については中間の見直しが１回ございましたけれども、それ以外

を除きますと、第４次プラン策定時期に各取組を遂行するための事業を割り振ったと

いうことが基本でございますので、ここについてどういう編成があったかというのは

確認をとりますので、ちょっとお時間をいただきます。

○佐藤課長

  次の事業Ｎｏ.１１１「出前講座での地域団体勉強会への意識啓発」の、デートＤＶ

について、こちらでも入っているのに納得がいかないという、そういう話だったので

すけれど、デートＤＶにつきましては、学校からの依頼で出前講座を実施して、デー

トＤＶに関する講座、講演会を行っているところでございますが、これもＤＶ防止に

つながるものでもあり、一方では地域から依頼があって、学校というと地域という捉

え方もできるかと思いますので、そういった地域に対する勉強会といったような捉え

方もしておりますので、効果としてはそれぞれにまたがるものなのかなというように

考えております。

次に、事業Ｎｏ.１２５の「外国人対象の交流事業」でございますけれども、こちら

につきましてはずっと事業として実施していないのではないのかといったようなお話

だったのですけれど、外国人対象の交流事業といいますと、では外国人といってもど

ういう方々を対象として、いろいろな国籍の方がいらっしゃる。いろいろな言語を使

う方がいらっしゃるかと思いますので、どういった方を対象にどんな事業を行うのか

というところはまだまだ難しい部分があって、実施には至っていないといったような

実情かというふうに考えております。ただ、男女共同参画につきましては、外国人の

方にとっても大切な問題というふうには考えておりますので、今後の課題としてどう

いうふうにやっていくかというのは考えていかなければならないだろうというふうに

思っております。

それから、先ほどの混合名簿でございますけれども、第４次のアゼリアプランを策

定したときから保育施設における男女混合名簿の活用ということでやらせていただい

て、この中に学校は含めておりません。
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○田草川委員

  これまで質問があったところで教育委員会関係のところを私のほうからちょっとお答

えさせていただきます。

初めにデートＤＶの出前講座。詳しい内容をちょっと私もどこで何年のときにどこ

の学校をやったかというのを記憶しておりませんが、ある程度学校の、いわゆる指導

で必ずこれはやるのだとかというふうに決まりますと、ずっと続ける場合があります。

それなので同じところがやっているのかなと思いますけれども、現状として実際にデ

ートＤＶ等が問題になっているのはよく認識していますので、再度学校側に広く使わ

れるように呼びかけをしていきたいなというふうに今は思っております。

この学校だけで評価がこれでいいのかどうかについては、ちょっと皆様方のご意見

にお任せしたいと思います。

それから、混合名簿は以前は重点課題にまでたしかあったかなというふうに。大分

前ですけれども、このアゼリアプランです。基本的にこれが学校長の、学校経営の一

環の中でやっていこうということで、教育委員会として強い指導ができないという現

状がありました。それとあわせまして、東京都からの指導要領もそういったものがな

いということで、そういった中で課題の中から、ちょっといきさつはわかりませんが、

名前を落としたというか、そういう経緯があるかと思います。名簿そのものでどの程

度まで男女共同参画意識というものが醸成できるのか。逆に言えば、またそれが男女

の理由のない差別、もしくは区分けにつながっているのかというのは大変難しいとこ

ろですけれども、教育委員会としては全般を通じての男女共同参画意識、もしくは差

別意識の解消というものを、もしくは固定的な役割ですとか、そういったものを解消

するようにということでの指導をしております。

方法論としての名簿につきましては、強い指導を今のところ行っておりませんが、

実際問題としては、小学校はほとんどたしか混合名簿だったのではないかなというふ

うに記憶しています。問題は中学だと思います。そういった意味では。

フォローになっているかどうかわかりませんけれども、答えさせていただきました。

○白井会長

  よろしいでしょうか。

○我妻委員

  デートＤＶの講座については、希望があった学校だけ開催するのでは、子どもたちに

とって偏りがあるように私は思います。だから、なるべく教育委員会から強く勧めて

いただいて、できれば少しずつ毎年ふやしていくような方法もとっていただければＡ

に値すると思います。初めの年はいいかもしれませんが、昨年と同じ中学校と高校１

校ずつ、同じような形で続けていくのは少し残念だなと思いますので、例えばスペー

スゆうからも営業に行くなど、それぐらいの熱意があったらいいなと思います。

それから、男女混合名簿についてですが、アゼリアプランでは保育園や幼稚園、小

中学校など育ちの場においてというふうに大きな取り組みの場が示してあるので、男

女混合名簿を活用しているのが保育施設だけというのは非常に残念だなと思っていま
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す。近隣でいいますと、豊島区や文京区は小中学校、全部混合名簿だと聞いています。

北区の中学は、たしかほとんど混合名簿ではないので、都立高校に入学し混合名簿に

なると、どうも一貫性がないのではないかという意見も「ねっとわーく（北区男女共

同参画推進ネットワーク）」の会員の中でもよく言われていることです。

それから、町会・自治会などへの啓発についても、昨年は豊三長寿会で１件行って

いたと思うのですが、希望があるところだけではなかなか増えていかないので、何と

か地域振興課さんと協力し合って、もう少し増やしていくような努力ができないもの

かお願いしたいところです。

最後の外国人対象の交流事業についてです。今、北とぴあの４階にあるボランティ

アぷらざで外国人向けの日本語教室を、ボランティアさんたちが運営しているのです

が、そこでいろいろな国から来ている方が日本語の勉強をしていて、お休みの日など

は親子で来たりしているのです。例えばああいった方向けに何か交流事業があると、

もう少し日本に溶け込みやすくなるのではないかと思います。そういうグループの方

と協力し合うのも区民との協働という面でいいのではないかなというふうに思います

ので、ぜひご一考お願いいたします。

以上です。

○白井会長

  ほかにはいかがでしょうか。

資料２の目標２、課題１の仕事と家庭生活の両立。そこの課題単位評価は、Ｂ－で

す。そこの３番目に、「情報提供の場の設定」は非常に難しいとありますが、これは

どういうのを設定されて、場所をとるから、それは何で設定が難しいということなの

でしょうか。そんなに広い場所を予定していらっしゃるのかなと。

○事務局

  これは情報提供の場の設定、スペースの関係上、難しいところがあるということで特

記をさせていただいております。これはやはり働くご家庭を対象にワーク・ライフ・

バランスを含めて情報提供をしていこうという前提でございますので、特にターゲッ

トに考えていたのは保育園とか、そのような施設でございます。なかなか現実は、保

育園には、いろいろな情報が多々ございますので、置くスペースが厳しいというとこ

ろで、なかなか私どものほうも進められないというところで、ここに表示をさせてい

ただいております。

○白井会長

  そうですか。区の中でも、資料室とかいろいろあるじゃないですか。そういうところ

に置くというのは難しいのですか。資料とちょっと違うのかもしれないのですけれど

も。

○事務局

  募集のものについては、当然、区内公的施設全般的に置かせていただいておりますけ
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れども、先ほどの事情がございますので、そういう点が難しいということで書かせて

いただいております。

○白井会長

  これは改善されるというのが難しいと書いてあるのですけれども、将来にわたって改

善されるとか、方法とかを考えていらっしゃるのですか。何年かやってきてそんなに

場所的にはとらないかと思うのですけれども。

○事務局

  粘り強くお話をさせていただくことで進めていきたいと思います。

○白井会長

  ほかにはいかがでしょうか。

○宮城副会長

  今日の資料を拝見して、多分初めての委員の方はこの資料を理解するのはすごく難し

かったのではないかなと思います。私も初めて見たときは難しいなと思いました。事

業があって、取り組みがあって、課題があって、目標があってと、４段階の一つずつ

評価して積み上げていって集計しているのです。

その意味では北区はある意味では正直にといいますか、地道に繰り返しているとい

うことは私は評価したいと思うのですが、２６年度というのは前回のプランの最終年

なので、今回、やはり５年間通してどうだったのかというところを確認しておきたい

と思うのですが、資料４で見ますと、５年間での目標値を掲げていたのが、やはりな

かなか届いていないところがあります。これは５年前に立てた目標が高過ぎたのか、

あるいは高過ぎてはいないのだけれども、努力が足りなかったのかというところをや

っぱり確認しておく必要性があるのではないかなと思います。私はこの数字を見てい

て、やっぱり子育てとかいうところには非常に努力していらっしゃるというのはよく

わかるのですけれども、目標３の課題２になりますか。政策方針決定過程の男女共同

参画推進の指標などは、４０％というのは高いように見えますけれども、必ずしもそ

うではないと思うのですけれども、なかなかじわじわ上がってきていても、とても４

０％には届かない。次の今年度から始まる新しいプランでは大事な点かなというふう

に思いました。

それから、同じような観点で、資料８になりますが、課題評価の傾向が５年間でど

ういうふうに移っていったかという一覧になっています。これも２６年度に関して言

えば２５、２６の変化はそれほど大きくないですが、５年間では上がったところもあ

りましたというご説明でしたけれども、残念ながら下がっているところがありますよ

ね。政策・方針決定のところもそうですが、区の推進体制の充実のところが下がって

いるのは、まさに区の推進体制というのは男女共同参画を進めるところで、まず足元

ですよね。足元がマイナスに、若干ですが評価が下がったというのは非常に残念なと

ころかなというふうに思います。
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でも、まさにこの５年間かけて変化が見えるという、この評価を繰り返していくこ

とによって見えていくというのは非常に大事なことなので、このマイナスになってし

まった２点というのは、今年度からの新プランではぜひ力を入れていただきたいとい

うふうに思います。

意見なので、それに対して事務局側のご意見があれば。

○佐藤課長

  副会長さんのおっしゃるとおり、資料４の計画当初の立てた目標値に及ばなかった部

分があるというのは事実でございます。ただ、先ほどこの中でもお話があった資料４

の目標３の課題２のところで、審議会等の女性委員の割合で、２５年度は２６．５％

で、２６年度は２８．１％で、目標とする４０％には届かなかったのですけれども、

中にはそれぞれの審議会に応じて、それにふさわしい委員さんとなるべき方の人選に

おいて、当然、なっていただく方のご都合もあるでしょうし、必ずしも４０％までい

かなかったというのは事実でございますので。ただ、女性のこういった審議会などへ

の、あるいは男性の方が多かった審議会での女性の役割というのも、これからますま

す大きくなっていこうかというように考えておりますので、こちらとしましても各課

に対しまして、ふさわしい人材で女性の方がいらっしゃったら、積極的に委員さんの

就任を依頼していただくようにお願いしたいというふうに思っております。

ちなみに、２５年度につきましては２６．５％ですが、東京都が２１．１％で、そ

れは上回っております。ただ、国のほうでは３４．１％ですので、国より低いという

のは事実でございます。

○白井会長

  よろしいでしょうか。

○道本委員

  資料７の見方ですが、右のほうに配慮度チェック対象と２６年度、２５年度の欄があ

りこの中でグレー色になっているところがありますが、これはどういう意味でグレー

になっているのかということを説明してもらえませんか。

○事務局

  まず、色の説明をさせていただきます。草色になっているところ、取り組みから草色

になっているのが２６年度の課題ごとの重点取組ということになります。重点取組は

各課題から一つ抽出して、特に取り組もうという事業でございます。それから肌色に

なっているもの。これは１４１事業中８８の評価事業で、このプランを評価していく

事業になっております。それとあわせて右側から３番目の配慮度チェックというとこ

ろ。配慮度チェックというのは評価事業には必ずついてくるものということで、〇が

全て入ってございます。それから、右側のグレー白抜きになっているものは、評価対

象外事業ということで、ただ実績報告は出していただきます。こういうような構成に

なってございます。
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○白井会長

  よろしいでしょうか。

○道本委員

  今の資料の見方はわかりました。

資料５ですが、先ほど質問があった目標３の事業Ｎｏ.９４は、公立保育園の主任だ

けが人権研修となっていて、私立がないのではないかというご質問がありました。ご

回答としては、保育課を通じて公立と私立保育園に声をかけていますが、私立は忙し

くて時間がないというお話だったように先ほどやりとりを聞いていました。ただ私立

は忙しくて公立は忙しくないという意味ではないと思います。そうすると、やり方と

いうか、声のかけ方を今後変えないと、私立になかなか行き渡らないと思うのですけ

れど、今後それをどうされるかということ、先ほどお答えが漏れていたように思うの

で、それを質問させてください。

○白井会長

  ご質問に対してご説明をお願いいたします。

○事務局

  ご指摘のとおりです。今後も公立、私立についてはお願いをしていこうと思ってござ

います。

○白井会長

  よろしいでしょうか。まだご質問あるかと思うのですけれども、時間が参りましたの

で、まとめさせていただきたいと思います。皆様方のご意見をいただきましたので、

このご意見を男女共同参画推進課として調整していただいて、最終案を作成していた

だくということでよろしいでしょうか。

（異議なし）

○白井会長

それでは、次に議題２に移りたいと思います。平成２８年度における重点取組

（案）について事務局より説明をお願いいたします。

○佐藤課長

  平成２８年度重点取組（案）について説明

○白井会長

  ありがとうございます。ただいまの事務局からの説明について、何かご質問等ありま

すでしょうか。また何かつけ加えるべきご意見がありましたらお願いいたします。
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○我妻委員

  目標２の課題２では、子育てや介護を安心して行うための環境整備という課題が挙げ

てあるのですが、取組の内容については、介護が全く出てこないのです。第５次アゼ

リアプランでは、取組の「就学後の支援」は子育て支援課と学校地域連携担当課が担

当課になっているので、課題の中の取組の一つにするのがどうも違和感があります。

この取組は男女共同参画とかかわりがあるでしょうか。これは子育て支援課が重点目

標にすればいいのではないかなと思うのですが、いかがでしょうか。

○佐藤課長

  重点取組と申しますのは、あくまでもアゼリアプラン全体の重点的な取り組みという

意味合いでございますので、アゼリアプランにどこの課が担当しましても、区として

推進していかなければならないという、そういったような趣旨の計画でございますの

で、この就学後の支援の取り組みにつきましても、アゼリアプランの一つの取り組み

であることには変わりありません。昨年度は保育ということでやらせていただきまし

たが、今年度は同じ子育てを安心して行うための環境整備として就学後に関する区の

施策といいますか、そういったようなものを重点的な取組として挙げております。

就学後の支援につきましても、当然小学生のお子さんを持つ親御さんが、今まで働

きたかったけれども子どもの世話とかでどうしても働けないという方も、小学生を子

どもに持つ親御さんがいらっしゃるかと思いますので、来年度につきましては就学の

支援ということで重点取組としていきたいというふうに考えております。

子育て支援課の担当ではありますけれども、これもワーク・ライフ・バランスのた

めの取組の一つですので、男女共同参画の一環であるというふうに考えてございます。

○白井会長

  よろしいでしょうか。課題と取り組みのところで今言われた目標２の課題２ですよね。

その点では、バランスがということもあるのではないかと思いますけれども。

ほかにはいかがでしょうか。

○奥津委員

  この目標２の課題３は、具体的にどういう方法でどんな形を考えておいでかというこ

とを伺いたいのですが、課題３の取組内容で、女性リーダーの役割とか、両立につい

ての知識・情報を提供するとなっております。これはセミナーや講座、あるいはゆう

レポートですか。こういったものを想定していらっしゃるということですか。

○佐藤課長

  この女性のキャリア・アップ等への支援につきましては、２７年度、今年度の事業と

して、今、席上に配付してございます女性の活躍推進応援塾という事業のチラシがあ

るかと思うのですけれど、これは女性が何か事業を起こしたいというときの、そのた

めのいろいろな知識を提供していくといったようなセミナーといいますか、講座でご

ざいます。これも女性のキャリア・アップ等への支援の取り組みとして今年度行う事



 13

業でございまして、その場合には同じ会社の中でキャリアをアップさせていくための

講座を４日間にわたり行ったところでございまして、来年度につきましてもこういっ

たような、全く同じ事業かどうか、またこれから検討する余地はございますが、こう

いったようなセミナーと講演会につきましては、引き続き実施していきたいというふ

うに考えております。

○奥津委員

  要するに講座・セミナーということですね。この北とぴあに機能を集約させて、それ

を皆さんに知ってもらうというのはいいと思うのですが、ここだけに来ないと何もで

きないとか、情報も得られないというのはとても残念なことですので、講座・セミナ

ーをなさるのだったら、周知方法を工夫して、ここに閉じ込めて何とかやっているこ

とになるみたいな形にならない方が良いと思います。

キャリア・アップのため、例えば企業の知恵や企業内でのプロモーションとか、い

ろいろなものがあると思いますが、社会的分業の中で子育てや、介護を女性がやって、

それでもう一つ頑張りましょうみたいな、へとへとにするような話にしてしまうと、

結果的に女性の男女共同参画という形での進出はとても遅くなってしまいます。何か

その辺、へとへとにするような内容ではなく、広報や組み立てを上手にしていただき

たいという思いでございます。

○白井会長

  よろしいですか。それに対する何か事務局からお話がありますでしょうか。

○佐藤課長

  周知につきましては、また広く周知できるように方法等を含めて、ちょっと検討させ

ていただきたいというふうに考えております。女性のキャリア・アップ等への支援に

つきましては、国のほうでもこれから女性の活躍というのをどんどん進めようとして

おりますので、こういったような事業については引き続き、重点取組としてやってい

きたいというふうに考えております。

○白井会長

  ほかにはいかがでしょうか。

○宮城副会長

  重点取組の目標１の課題２の、男女の人権侵害防止への取組のところの重点は、虐待

防止に関する意識啓発のほうになっているのですが、ここは取組のもう一つは早期発

見等と関係機関の連携強化なのです。この間新聞でも大分話題になりました、北区の

高齢者虐待の問題は、実は介護保険の中でだったら当然、発見されてもよさそうな虐

待が、かなり長い間発見されなかったと思うので、重点取組にするなら１０の早期発

見と関係機関の連携強化のほうが先なのかなと一瞬思ったのですが、今年度はどちら

になるのですか。この二つの中であえて意識啓発のほうを重点取組にする理由があり
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ましたらご説明を追加していただけませんか。

○佐藤課長

  意識啓発のほうでは２７年度重点取組でも人権にかかわる意識啓発ということで、意

識啓発の関係を重点取組としております。目標１の課題の中では、来年度２８年度の

重点取組（案）として挙げております虐待防止に関する意識啓発のほか、取り組みと

して人権にかかわる意識啓発。それと委員が先ほどおっしゃったように、早期発見

等々、関係機関の連携強化ということで目標１の課題の中にそういったような取り組

みがありますけれども、事務局としましては、まず虐待の中でも児童虐待、高齢者虐

待、障害者虐待と、いろいろ虐待の種類といいますか、いろいろな虐待がございます

ので、そういったような虐待全てがやはり防止していかなければならないというよう

なことがございますので、まず区民の方の意識の向上を図っていきたいという意味合

いで、虐待防止に関する意識啓発といったようなものを挙げております。

まず、当然、関係機関との連携強化というのも重要な課題であるというふうには考

えておりますが、まず区民の方それぞれが虐待をしない、させないといったようなこ

とが大事かというように思いますので、このような取り組みを重点取組として挙げた

次第でございます。

○白井会長

  よろしいですか。

目標１についてこちらも啓発とあるのですけれど、相談窓口があればすごく容易に

相談に行けるということであれば、半分は解決すると思うのです。暴力等はエスカレ

ートするので、相談窓口をできるだけ設けていただければ、気軽に何か困ったときに

は相談できる。役所に行けば何か相談できるという落ちつける場所があったらいいの

ではないかなと思います。もちろん意識啓発にもつながるかと思いますけれども、そ

の前にもっと必要なことがあるような気もいたします。その辺も取組内容としては考

えていただきたいと思います。

ほかにはありますでしょうか。

○我妻委員

  資料１から９までについては、事前に送っていただいたので第５次アゼリアプランを

見ながらいろいろ読んでこられたのですけれども、こういう重点取組、大事なことだ

と思うので、机上配付されると今急に意見はというとなかなか難しいので、できまし

たらこういうものも事前に送っていただけると考えてこられると思うので、次回、そ

のようによろしくお願いしたいと思います。

○白井会長

  その点、よろしくお願いいたします。先ほどありました、２６年度は５年間の総まと

めということもあったものですから、そこに重点を置かれたかと思いますけれども、

新しい出発にもつながっておりますので、大変かと思いますけれど、よろしくお願い
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いたします。

それでは、ほかにはありますでしょうか。もしなければこれら取り組みについて皆

さんのご意見を男女共同参画推進課のほうでまとめていただいて、調整していただく

ということになるのですけれど、ほかにありますでしょうか。２８年度の重点取組。

先ほどでいきますとグリーンの項目でしょうか、資料７でしたか。資料７でいきます

と緑の部分に相当するものです。これが取り組みで、それが１年後にはこういうよう

な、緑のほうで表示されていくということなのですけれども。

短時間に圧縮されたものを理解するというのはなかなか難しいかと思いますけれど

も、よろしいでしょうか。今、皆様からいただきましたご意見を男女共同参画推進課

で調整していただいて作成していただくということなのですけれども、それでよろし

いでしょうか。

もしこの会が終わりまして何か思い当たることがあったら事務局のほうにその意見

を言うということは可能なのでしょうか。それはもし可能であればいつごろまでと。

○佐藤課長

  この審議会が終わった後でも各委員さんから意見があればこちらのほうでお聞きしま

す。それで、これから報告書をまとめないといけませんので、できれば９月中旬ぐら

いまでに、もし意見があれば言っていただければと思います。

○白井会長

  もちろんその意見を調整してということですので、必ずしもそれが全て通るというこ

とではございませんけれども、今後の取り組みについても生かしていただけるような

方向で努力していただければと思います。

それではもし今日帰ってゆっくり見て何かご意見等があれば、９月中旬ごろまでに

事務局のほうにご連絡いただきたいと思います。

それでは、その他について何かございますでしょうか。もしないようでしたら事務

局のほうに今後の予定についてご説明をお願いしたいと思います。

○佐藤課長

  それでは、次第のその他として今後のスケジュールをご説明いたします。

本日、当審議会、また意見があれば別ですけれども、審議会で決定していただいた

アゼリアプラン進捗評価報告を、区長を本部長とする北区男女共同参画推進本部に報

告いたします。ここで最終的に決定しまして、これを受けてアゼリアプラン実績報告

書を作成して、１２月を目途にホームページ、図書館等で結果を公開する予定でござ

います。

以上です。

○白井会長

  それに関してご質問等ございますでしょうか。

それでは、今後の方針についてですけれど、この委員会としては次回はいつごろ予
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定というのがありますでしょうか。

○佐藤課長

  例年２月に開催しておりますので、今年度はアゼリアプランの策定とかということも

ございませんので、また例年どおり来年の２月ころになるかなと考えております。ま

た、開催する前には皆様にご通知差し上げますので、よろしくお願いいたします。

○宮城副会長

  質問いいですか。審議会の役割には区長からの諮問に答えるというまた大きな役割が

あると思うのですが、区長から特に策定年度でない今年や来年において、何か諮問が

ある予定というようなことは検討されていらっしゃいますか。

○佐藤課長

  今のところないという状況でございます。

○宮城副会長

  はい、わかりました。

○白井会長

  ほかにはございませんでしょうか。何かお聞きしたいことがあればぜひ。

もしなければ、以上をもちまして本日予定しておりました議題は全て終了いたしま

した。これをもちまして第３回北区男女共同参画審議会を閉会させていただきたいと

存じます。

本日は長時間にわたりまして、またいつも６時以降開催ですけれどもご協力いただ

きましてありがとうございます。まだまだ外は暑いかと思いますので、お気をつけて

お帰りいただきたいと思います。本日はどうもありがとうございました。


